
　日本は国土の３分の２を森林が占める森の国であり、この森林を適切に整備・保全することは、
森林による二酸化炭素吸収量の確保・強化につながり、2050年ネット・ゼロの実現に貢献すると
ともに、生物多様性保全といった森林のもつ公益的機能を発揮させる上でも大変重要な取組です。
　また、企業活動の持続可能性に関する非財務情報開示が広がる中、企業等が支援等をして行う森

も

林
り

づくり活動が全国で広がっています。企業が気候変動対策や生物多様性保全の一環として森林整
備に関わることは、豊かな自然を未来に守り伝える上で重要です。
　このため、林野庁では、さらに多くの企業等に森

も
林
り

づくり活動へご参画いただくべく、企業等に
よる森

も
林
り

づくり活動を顕彰する取組「森林×ACTチャレンジ」を実施しています。

森林×A
ア

C
ク

T
ト

チャレンジ2025
特集

2050年ネット・ゼロの実現や生物多様性保全等に貢献する、企業等による
森
も

林
り

づくり活動を顕彰（森林×ACTチャレンジ2025）
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本
顕
彰
制
度
は
、
2
0
2
2
年
度
よ
り
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
名
称
で
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
2
3
年
度
に
は
企
業
等
に
よ

る
森
林
由
来
の
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
顕
彰
す
る
Ｊ
‒

ク
レ
ジ
ッ
ト
部
門
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
2
0
2
3

年
に「
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
T
N
F
D
）」の

提
言
が
公
表
さ
れ
、
自
然
資
本
や
生
物
多
様
性
に
関
す
る
情
報
開
示

の
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
2
0
2
4
年
度
よ
り
、
生

物
多
様
性
保
全
を
新
た
な
評
価
項
目
に
加
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
幅

広
い
視
点
で
森
林
へ
の
関
わ
り
を
推
奨
す
る
観
点
か
ら
、
名
称
を

「
森
林
×
A
C
T
チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
変
更
し
ま
し
た
。
今
回
で
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
者
の
取
組
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

京
王
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
環
境
に
や
さ
し
く
」と
い

う
同
グ
ル
ー
プ
の
理
念
に
基
づ
き
、
都
市
と
自
然
が

身
近
に
あ
る
京
王
線
沿
線
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
未
来
社
会
に
豊
か
な
環
境
を
引

き
継
ぐ
た
め
、
森
林
に
関
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

北
海
道
に
所
有
す
る
約
3
0
0
ha
の
社
有
林
で

は
、
地
元
の
森
林
組
合
と
連
携
し
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
の
循
環
利
用
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
水
道
局
の

「
み
ん
な
で
つ
く
る
水
源
の
森
」
に
賛
同
し
、「
東
京

水
道
～
企
業
の
森
」（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）の
協
定

を
締
結
し
、
山
梨
県
の
水
道
水
源
の
森
の
一
部
を

「
京
王
水
源
の
森
」と
し
て
、
社
員
に
よ
る
森
林
づ
く

り
活
動
を
通
じ
た
多
摩
川
上
流
域
の
森
林
保
全
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
京
王
線
で
新
宿
駅
か

ら
約
１
時
間
の
「
高
尾
山
口
駅
」
の
駅
舎
や
多
摩
動

物
公
園
駅
前
に
あ
る
全
天
候
型
遊
戯
施
設
「
京
王
あ

そ
び
の
森 

H
U
G
H
U
G
」の
遊
具
等
に
多
摩
地
域

か
ら
産
出
さ
れ
る
多
摩
産
材
を
活
用
す
る
ほ
か
、

2
0
0
8
年
か
ら
は
、「
文
化
」「
教
育
」「
子
育
て
」

に
関
す
る
学
び
を
提
供
す
る
「
京
王
ア
カ
デ
ミ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
日
本
山
岳
会
「
高
尾

の
森
づ
く
り
の
会
」
と
共
同
で
「
高
尾
の
森 

親
子
森

林
体
験
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
鉄
道
の
価
値
を
基
盤
に
、
グ

ル
ー
プ
理
念
に
基
づ
い
た
森
林
づ
く
り
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
と
企
業
が
連
携
し
た
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
着
実
に
推
進
し
、
教
育
・
観
光
・
地
域
振
興
へ

と
波
及
さ
せ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
応
募
及
び
審
査
の
状
況

環
境
に
や
さ
し
く
、
未
来
社
会
に

豊
か
な
環
境
を
引
き
継
ぐ

応募期間：令和７年４月21日～６月30日
応募総数：30件（森

も
林
り

づくり部門：26件、
	 Ｊ-クレジット部門：４件）
審査内容：整備した森林に係るCO2吸収量と
	 取組内容（森

も
林
り

づくり部門）
　　　　　取得した森林由来J-クレジット量と
	 活用内容（Ｊ-クレジット部門）
応募対象：�令和５年度及び令和６年度の間に森林整

備又は森林由来Ｊ-クレジットの活用を
行った法人、団体、個人、地方公共団体

森林×ACTチャレンジ2025　募集内容等

受賞者の取組概要

グランプリ
農林水産大臣賞

京王電鉄株式会社

内外装に多摩産材を活用した高尾山口駅の駅舎

「京王水源の森」での集合写真

社員研修

裏高尾での植樹活動

木材会館で開催された表彰式
（左）山本農林水産大臣政務官
（中）京王電鉄株式会社　取締役常務執行役員　中瀨 正春　氏
（右）京王電鉄株式会社　開発推進部部長　　　中嶋 良平　氏
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優秀賞
林野庁長官賞

大苗育成技術に関する実証試験

「福島の再造林推進を
考えるシンポジウム」

協
同
組
合
ウ
エ
ル
造
林
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
福
島
県
の
森
林
の
復
興
と

持
続
的
な
森
林
経
営
の
た
め
の
確
実
な
再
造
林
の

実
施
に
取
り
組
む
べ
く
、
2
0
2
1
年
４
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
・
茨
城
・
栃
木
の
３
県

の
製
材
業
者
・
林
業
事
業
体
・
素
材
生
産
業
者
が

連
携
し
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
る

施
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
等
を
進
め
、
森
林

の
若
返
り
や
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
確
保
、
伐
採

後
の
確
実
な
再
造
林
に
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
営
業
や
伐
採
、
造
林
と
い
っ
た
各
部
門
が

連
携
し
て
３
県
に
ま
た
が
る
広
域
的
な
森も

林り

づ
く

り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
確
実
な
再
造
林
を
行
い
つ
つ
、
広
葉
樹
等

の
保
残
な
ど
の
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

確
実
な
再
造
林
の
実
施
こ
そ
福
島

の
森
林
再
生
へ
の
道

協同組合　ウエル造林

「セガサミーの森」での集合写真

南相木村の森林

セ
ガ
サ
ミ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事

業
を
展
開
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
の
「
森
林
の

里
親
事
業
」
に
賛
同
し
、
長
野
県
の
南
相
木
村
と

「
森
林
の
里
親
契
約
」を
締
結
し
、
同
村
の
民
有
林

約
3
︐6
3
3
ha
を「
セ
ガ
サ
ミ
ー
の
森
」と
名
付

け
、
森
林
整
備
資
金
の
提
供
を
は
じ
め
、
社
員
に

よ
る
森
林
整
備
体
験
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
社
員

と
南
相
木
村
の
積
極
的
な
交
流
や
、
S
N
S
を
通

じ
た
双
方
の
取
組
の
発
信
な
ど
、
南
相
木
村
に
資

金
と
ヒ
ト
を
送
り
込
み
、
継
続
的
な
森
林
整
備
を

行
い
つ
つ
、
地
域
活
性
化
の
好
循
環
を
生
み
出

す
、
企
業
と
森
林
が
共
生
す
る
一
つ
の
模
範
と
な

る
取
組
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
の
力
で
未
来
の
森
を
育
む
　

環
境
保
全
と
地
域
共
生
を
目
指
す

セ
ガ
サ
ミ
ー
の
森

セガサミーホールディングス株式会社

「延岡西日本マラソン大会」

クレジットを創出した延岡市の森林

宮
崎
県
延
岡
市
は
、
市
域
の
約
85
％
を
森
林
が

占
め
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
森
林
は
古
く

か
ら
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業
、
文
化
の
基
盤
と
し

て
、
地
場
産
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
延
岡
市
で
は
、
九
州
三
大

マ
ラ
ソ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ

ン
」
に
お
い
て
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

活
用
し
、
大
会
運
営
に
伴
う
C
O
2
排
出
の
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地

元
企
業
や
森
林
所
有
者
に
対
す
る
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ

ト
へ
の
関
心
と
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に「
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
地
産
地
消
」に
注
力
し

て
お
り
、
森
林
由
来
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
手
段
に
と
ど
め
ず
、
地
産
地

消
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
の
理
解
促
進
等
に

結
び
つ
け
る
こ
と
を
、
自
治
体
が
主
導
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
地
域
を
元
気

に
、
森
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

宮崎県延岡市／延岡西日本マラソン
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見
交
換
を
行
い
、
応
募
の
き
っ
か
け
や
作
品
制
作

時
の
発
想
、
応
募
に
あ
た
っ
て
調
べ
た
こ
と
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

た
縄
さ
ん
か
ら
は
、「
以
前
か
ら
植
樹
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の
お
っ
ち
ょ
こ

ち
ょ
い
だ
け
ど
一
生
懸
命
な
性
格
か
ら
セ
リ
フ
を

考
え
た
。」等
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
同
じ
く

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
竹
林
さ
ん
か
ら
は
、

「
学
校
の
授
業
の
一
環
で
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す

る
こ
と
に
な
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
な
ど
授
業

で
習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
て
制
作
し
た
。」等
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
受
賞
作
品
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、
情
報
誌
「
林
野
」
11
月
号
に
掲

載
）ま

た
、
当
日
は
表
彰
式
に
続
き
、「
第
４
回
森も

林り

づ
く
り
全
国
推
進
会
議
」（
事
務
局
：（
公
社
）

表
彰
式
の
開
催

11
月
４
日
、
木
材
会
館（
江
東
区
新
木
場
）７
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
森
林
×
A
C
T
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
0
2
5
」の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
企
業
を
は
じ
め
多
く
の
企
業
や

団
体
の
方
々
な
ど
、
約
1
8
0
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
京
王
電

鉄
株
式
会
社
に
は
、
山
本
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

京
王
電
鉄
株
式
会
社 

取
締
役
常
務
執
行
役
員

の
中
瀨
様
か
ら
は
、「
今
回
の
受
賞
は
、
我
々
だ

け
で
成
し
遂
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
も
に
汗
を

か
き
、
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
都
水
道

局
様
、
日
本
山
岳
会
様
、
胆
振
西
部
森
林
組
合
様

は
じ
め
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
に
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
。
今
後
、
さ
ら
に
取
組
を
強
化
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
、
豊
か
な
自
然

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
サ
ザ
エ
さ
ん一家
の“
も
り
の
わ
”話 

吹
き
出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
お

よ
び
「
第
４
回
森
林
づ
く
り
全
国
推

進
会
議
」を
合
同
開
催

「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の“
も
り
の
わ
”話 

吹
き

出
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
長
谷

川
町
子
美
術
館
の
協
力
を
得
て
、
林
野
庁
が
「
み

ど
り
の
感
謝
祭
」
の
併
催
行
事
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
で
す
。
表

彰
式
の
前
に
４
名
の
受
賞
者
と
長
谷
川
町
子
美
術

館
館
長
川
口
様
、
お
よ
び
林
野
庁
担
当
者
と
の
意

「森林×ACTチャレンジ2025」受
賞者による森

も
林
り

づくり活動の取組内
容やその背景について、分かりやす
く説明した「受賞者レポート」を林野
庁ウェブサイトで公開しています。

企業による森林づくりの取組を普及
受賞者の取組内容やその背景等
を伝える“受賞者レポート”

表彰式での記念撮影

パネルディスカッション

「森林×ACTチャレンジ」の
詳しい情報はこちら

「サザエさん一家の“もりの
わ”話 吹き出しコンテスト」の
詳しい情報はこちら

「森
も

林
り

づくり全国推進会議」の詳し
い情報はこちら

国
土
緑
化
推
進
機
構
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、「
企
業
と
森も

林り

の
共
創
に
よ
る
w
i
n
-

w
i
n
な
未
来
へ
」
と
題
し
て
、
推
進
会
議
の
会

員
企
業
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
カ
ル

チ
ャ
ー
変
革
推
進
部 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
加
藤
様
及
び
西
日
本
旅
客

鉄
道
（
株
）
D
X
本
部 

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
部

J
C
L
a
a
S
事
業
部 

課
長
後
藤
田
様
、「
森

林
×
A
C
T
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
5
」
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
者
の
京
王
電
鉄（
株
）開
発
推
進
部 

技
術

担
当
課
長
佐
藤
様
、（
公
社
）
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ

レ
ス
ト
協
会 

常
務
理
事
兼
事
務
局
長
仲
間
様

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
モ
デ
レ
ー

タ
ー
：（
一
社
）日
本
農
福
連
携
協
会　
皆
川
芳
嗣

会
長
理
事
）
が
行
わ
れ
、
企
業
に
よ
る
森も

林り

づ
く

り
活
動
の
位
置
づ
け
、
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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